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1. 基本設定
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1. 基本設定

JWNETポータルの
「マニフェスト管理（登録・設定・通知）」をクリック
し、メニューから「基本設定」を選択します。
処分業者の基本設定には以下の表に記載する、
再資源化等の情報に係るメニューが追加されま
した。

基本設定メニュー 設定内容 ※2

処分方法設定※1
自社及び最終処分されるまでのすべての処分事業場で
の処理の工程を設定します。

処理後物の種類設定※1

自社及び最終処分されるまでのすべての処分において
発生する処理後物の種類を一覧画面から選択し設定し
ます。

処分事業場設定
（旧）最終処分事業場設定

中間処理後のすべての処分に係る処分事業場の情報
（①処分業者名称、②許可番号、③処分事業場の名称、
④処分事業場の所在地）を設定します。

※1 分類コード表から選択します。
※2 設定する内容については事前に委託先にご確認ください。

処分業者のメニュー 基本設定のメニュー

使用するメニュー名を
クリックすると詳細な
メニューが開きます。
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処分方法設定

❶

1⃣ メニュー 基本設定 から >>処分方法設定 （❶）をクリックします。

補足

再資源化等に関するメニューは
オレンジ色で表示しています。

操作手順

1

自社及び最終処分されるまでのすべての処分事業場での処理の工程を設定します。
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2⃣ ［処分方法の設定］の［処分1］～［処分4］で、該当する処分方法を選択します。

3⃣ ［主たる処分方法］ （❸）を選択します。

4⃣ 「新規設定」 （❹）をクリックします。

❹

❷
❸

主たる処分方法について

主たる処分方法は、処理後物の性状に最も
影響を与える処分方法を選択します。

補足

受け入れた廃棄物を複数の処分方法
で処分する場合は、最大4つまで処分
方法を選択できます。

2

3

4

処分方法選択の考え方について

処分方法の選択にあたっては、以下 「分類区分選択の考え方」 >>
「（1）.処分方法選択の考え方」 を参考にしてください。
https://www.jwnet.or.jp/jwnet/about/assets/files/tsuika_tebiki_4_3.pdf
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1⃣ 処分方法一覧に、設定内容が表示されたら

>>処分方法設定は完了です。

完了



処分方法の表示名称の編集について

処分方法の［表示名］（★）は［処分1］～［処分4］で選択した処分方法が表示さ
れますが、必要に応じて普段使用している処分方法名称や許可証の記載に合わ
せて編集することができます。

10

［処分方法一覧］で「編集」アイコンを
クリックします。

表示名を編集します。

「編集完了」をクリックします。
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処理後物の種類設定

❶

1⃣ メニュー 基本設定 から >>処理後物の種類設定 （❶）をクリックします。

2⃣ 「追加」（❷）をクリックします。

操作手順

1

2

❷

自社及び最終処分されるまでのすべての処分において発生する処理後物の種類を一覧画面から
選択し設定します。
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処理後物の［種別］を選択（❸）します。

設定したい廃棄物/再資源化物の［分類コード］欄（❹）に

チェックを入れます。

「一覧へ追加」（❺）をクリックします。

4

5

❺

❹

3

❸
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1⃣ 処理後物の種類一覧に、選択した処理後物の種類の名称が表示されたら

>>処理後物の種類設定は完了です。

 なお、 「種類設定」アイコン（★）をクリックすると、種類名称を独自の名称に
設定することができます。

完了

細分類の設定は任意です。

処理後物の種類の選択について

処理後物の種類の選択にあたっては、以下 「分類区分選択の考え方」 >>
「（2）.処理後物の種類選択の考え方」 を参考にしてください。
https://www.jwnet.or.jp/jwnet/about/assets/files/tsuika_tebiki_4_3.pdf

［細分類コード］は任意の半角数
字3桁で設定します。
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処分事業場設定

❶

1⃣ メニュー 基本設定 から >>処分事業場設定 （❶）をクリックします。

2⃣ 「処分事業場情報」（❷）に、［事業場コード］、［処分業者情報］、

［事業場情報］を入力します。

3⃣ 「新規設定」（❸）をクリックします。

操作手順

1

2

❷

❸

「事業場コード」は任意の半角英
数10桁以内で設定できます。

3

中間処理後のすべての処分に係る処分事業場の情報（①処分業者名称、②許可番号、③処分事業
場の名称、④処分事業場の所在地）が必要です。

自社の処分事業場の情報は
ここでは設定不要です。※

［事業場区分］は、処分事業場の処理が中
間処理の場合は「中間」、埋立処分など最
終処分の場合は「最終」を選択します。

※報告・再資源化等の情報パターン設定の際に入力される自社の
処分事業場等の情報は、加入者情報が反映されます。
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1⃣ 処分事業場一覧に、入力した処分事業場が追加されたら

>>処分事業場設定は完了です。

完了

❷で設定した処分事業場
が追加されます。
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既に最終処分事業場設定にて設定済みの処分事業場について

• 「（旧）最終処分事業場設定」で設定していた処分事業場の情報は、そのまま引き継がれ、処分
事業場一覧に表示されます。

• 再資源化等の情報を含む最終処分終了報告を行う場合は、新たに追加された［許可番号］、
［処分業者名称］、［事業場区分］を設定する必要があります。

2025年5月5日まで 2025年5月6日から

メニュー名称 最終処分事業場設定 処分事業場設定

設定内容
• 事業場コード
• 事業場名称
• 事業場所在地

• 事業場コード
• 処分業者情報（許可番号、処分業者名称）
• 事業場区分
• 事業場名称
• 事業場所在地
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未設定の項目を設定します。

1⃣ 許可番号等を追加する処分事業場の「編集」アイコン（❶）をクリックします。

［許可番号（下6桁）］、［処分業者名称］、［事業場区分］（❷）を入力します。

「編集完了」（❸）をクリックします。

「処理が完了しました」というメッセージが表示されたら、
許可番号等の追加は完了です。

操作手順

1

2

3

完了

❷

❸

❶

既に最終処分事業場設定にて設定済みの処分事業場の設定
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2. 再資源化等の情報パターン設定

※パターンを作成するための情報の整理や考え方については
「入力の手引き」を参考にしてください。
https://www.jwnet.or.jp/jwnet/about/tsuika/index.html
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2. 再資源化等の情報パターン設定

❶

1⃣ メニュー 環境設定 から

>>再資源化等の情報パターン設定（❶）をクリックします。

2⃣ 「追加」（❷）をクリックします。

操作手順

1

❷

2

補足

再資源化等に関するメニューは
オレンジ色で表示しています。

再資源化等の情報パターンの種別：「処分終了報告」 （参照 P20）
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［再資源化等の情報パターン種別］で「処分終了報告」を選択（❸）します。

［再資源化等の情報パターンの名称］（❹）を全角130桁以内
（半角英数可）で入力します。

「自ら行った処理の追加」（❺）をクリックします。

3

4

❸

❺

［受託廃棄物の種類］を設定しておくと、
報告時にパターンの絞り込みをすることができます。
（参照 P21）

再資源化等の情報パターンの種別について

メニュー 処分終了報告、 最終処分終了報告のどちらで再資源化等の情報を追加するか種別
を選択します。
「処分終了報告」
• 自社で処分が完了する（2次マニフェストがない）場合は、メニュー 処分終了報告（報告区

分：最終）において、再資源化等の情報を追加します。
• 自社で最終処分が終了した場合や、処理後物がすべて有価物として売却できるときに使用

するパターンであるため、再資源化等の情報は自社のもののみ設定します。
「最終処分終了報告」
• 自社で処分が完了しない（2次マニフェストで中間処理後廃棄物を委託する）場合は、メ

ニュー 最終処分終了報告にて再資源化等の情報を追加します。
• 2次以降の処分業者に係る再資源化等の情報も設定します。

❹

5



パターン設定時の受託廃棄物の種類の設定について

再資源化等の情報パターンでは、［受託廃棄物の種類］を設定することができます。
［受託廃棄物の種類］を設定すると、報告時、「再資源化等の情報パターン」を
選択する際に、表示されるパターンを絞り込むことができますので、パターン数が
多くなる場合等にご活用ください。

21

受託廃棄物の種類を設定します。

マニフェスト情報の［廃棄物の種類］に
よって、パターンが絞り込まれます。

●再資源化等の情報パターン設定
の画面

●報告時の画面

※パターン設定時、［受託廃棄物の種類］を設定していないパターンは、報告時、
受託廃棄物の種類によらず必ず一覧に表示されます。
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❻

A B C

D E

1⃣ 再資源化等の情報パターン設定に必要な項目を入力します。

  
 入力項目は、以下の項目別にP30～35で説明します。

 許可番号・処分業者名称等、 処分方法、 処分方法ごとの割合（％）

 処理後物の大分類名称・種類、 処理後物の種類ごとの割合（％）

 ※ ［再資源化等の情報パターン種別］で「処分終了報告」を選択した場合は、
          自ら行った処理の情報のみ設定します。

6

A B C

D E
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1⃣ 入力が完了したら「新規設定」（❼）をクリックします。7

❼
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1⃣ 再資源化等の情報パターン一覧に、入力した再資源化等の情報パターンが

追加されたら>>再資源化等の情報パターン設定は完了です。

完了
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❶

1⃣ メニュー 環境設定 から

>>再資源化等の情報パターン設定（❶）をクリックします。

2⃣ 「追加」（❷）をクリックします。

操作手順

1

❷

2

再資源化等の情報パターンの種別：「最終処分終了報告」 （参照 P20）
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［再資源化等の情報パターン種別］で「最終処分終了報告」を選択（❸）します。

［再資源化等の情報パターンの名称］（❹）を全角130桁以内
（半角英数可）で入力します。

「自ら行った処理の追加」（❺）をクリックします。

3

4

❸

❺

［受託廃棄物の種類］を設定しておくと、
報告時にパターンの絞り込みをすることができます。
（参照 P.21）

❹

5
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❻

A B C

D E

1⃣ 再資源化等の情報パターン設定に必要な項目を入力します。

  
 入力項目は、以下の項目別にP30～35で説明します。

 許可番号・処分業者名称等、 処分方法、 処分方法ごとの割合（％）

 処理後物の大分類名称・種類、 処理後物の種類ごとの割合（％）

 最終処分終了報告

 ※ ［再資源化等の情報パターン種別］で「最終処分終了報告」を選択した
場合は、委託先以降の情報も設定します。

6

A B C

D E

F

F

廃プラ グレード2
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1⃣ 「新規設定」（❼）をクリックします。7

❼

廃プラ グレード2
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1⃣ 再資源化等の情報パターン一覧に、入力した再資源化等の情報パターンが

追加されたら>>再資源化等の情報パターン設定は完了です。

完了
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「自ら行った処理の追加」をクリックすると、加入者情報管理で登録
している加入者情報をもとに情報が入力されます。

A 許可番号・処分業者名称・処分事業場名称・所在地

●自ら行った処理の情報を追加する

「後工程追加」（❶）をクリックし表示された処分事業場一覧から、
 該当の処分事業場欄の「選択」 （❷）をクリックします。

●委託先以降で行った処理の情報を追加する

※自ら行った処理について、［処分方法］が複数ある場合や、
      処理後物が複数ある場合は、再度「自ら行った処理の追加」をクリックし
 情報の追加を行います。

➊
❷
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後工程追加について

• 「後工程追加」 （❶）をクリックすると2次マニフェストが追加できます。表示
された処分事業場一覧から該当する処分事業場を選択ください。

• 「後工程追加」 （❶）をクリックし追加された行の［マニフェスト区分］（❷）は、
元の行の［マニフェスト区分］に１加算されたものとなります。

• 追加された行の［処理前廃棄物の種類］ （❹）には、クリックした
「後工程追加」 （❶）の行の［処理後物の種類］ （❸）が自動で入力されます。

❸❹

❶❷



「一覧」 （❶）をクリックし表示された処分方法一覧から、該当の処分
方法の「選択」 （❷）をクリックします。

B 処分方法

32

➊

❷

受け入れる廃棄物の量（基準重量※）に対する
［処分方法ごとの処分量］の割合をそれぞれ入力します。

C 処分方法ごとの割合（％）

重要！

［マニフェスト区分］が「1次」（★）の行の［処分
方法ごとの割合（％）］の合計は100になるよ
うに設定します。
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※基準重量について

• 基準重量とは処分業者が受け入れた廃棄物の量で、再資源化等の情報にお
ける［処分方法ごとの処分量］および［処理後物の量］を算出する際の基準と
なる重量です。

• kg以外の単位は重量換算係数を基にkgに換算されます。
• 再資源化等の情報パターンを使った報告では、すべての［処分方法ごとの処

分量］と［処理後物の量］は基準重量をもとに自動で算出されます。

補足

「再資源化等の情報パターン」の割合の設定等については、
「入力の手引き」を参考にしてください。
https://www.jwnet.or.jp/jwnet/about/tsuika/index.html
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受け入れる廃棄物の量（基準重量）に対する処理後物の量の割合を
それぞれ入力します。

E 処理後物の種類ごとの割合（％）

「一覧」 （❶）をクリックし表示された処理後物の種類一覧から、
該当の種類の「選択」 （❷）をクリックします。

D 処理後物の大分類名称・処理後物の種類

補足

処理により減量化等される場合がある
ため、［処理後物の種類ごとの割合］の
合計は100％になるとは限りません。

［処理後物の大分類名称］は、
処理後物の種類を選択すると、
自動で入力されます。➊

❷
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最終処分終了報告の対象となる処分に、 を付けます。

F 最終処分終了報告

処分方法が「埋立処分」または「海洋投入」の場合

処分方法が「埋立処分」または「海洋投入」の場合の［処理後物の種類］及び
［処理後物の種類ごとの割合（％）］には、［処理前廃棄物の種類］及び
［処分方法ごとの割合（％）］と同じものを設定してください。

補足（参照 P57-58）

最終処分終了報告に を付けた行の［処分事業場名称］、［所在地］および

［最終処分終了日］は［最終処分事業場（実績）一覧］に反映されます。
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3-1. 再資源化等の情報の報告
（処分終了報告）

～処分終了報告で［報告区分］を［最終］とするマニフェストの操作～
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3-1. 再資源化等の情報の報告（処分終了報告） 参考：操作マニュアル（簡易版） 3-18

❶

1⃣ メニュー 処分終了報告から

>>マニフェスト情報を検索して報告（❶）をクリックします。

2⃣ 検索条件（❷）を入力します。

3⃣ 「検索」（❸）をクリックします。

操作手順

1

❸

2

※ 処分終了報告における［報告区分］で［最終］を選択する場合の操作です。

❷

3
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❹

1⃣ 再資源化等の情報の報告および処分終了報告をするマニフェストの

「編集」アイコン（❹）をクリックします。

4

複数一括入力について（参照 P45）

［処分終了日］、［処分担当者］が同じマニフェストをまとめて入力・報告することが
できます。
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➎

1⃣ ［報告内容］欄（❺）の［報告区分］で「最終」を選択し、

［処分終了日］と［処分担当者］を入力します。
※他の項目は必要に応じて入力します。

「再資源化等の情報追加」（❻）をクリックします。

5

❻

6

［報告区分］は［最終］を
選択します。

台貫で計測した受入量がある場合には
「再資源化等の情報追加」をクリックする前に
［受入量］と［単位］をご入力ください。



基準重量入力のルール

［基準重量］は以下のルールに則り、自動で入力されます。
(1)受入量が入力されている場合：受入量
(2)受入量が入力されておらず、運搬量が入力されている場合：運搬量
(3)受入量・運搬量が入力されていない場合：廃棄物の数量
※数量はkgまたはtに換算されます。表示単位の変更についてはP61を参照ください。

40

➐

1⃣ ［基準重量入力］欄（❼）において［基準重量］を確認します。

6⃣ 「再資源化等の情報パターン選択」（❽）をクリックします。

7

➑

8

※パターンの設定方法はP.18参照
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1⃣ 再資源化等の情報パターン一覧から

使用したいパターンの「選択」（❾）をクリックします。

9

➒
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再資源化等の情報パターン設定であらかじめ設定した
       内容をもとに各項目が入力されます。

「入力」（❿）をクリックします。

➓

10

再資源化等の情報パターンを使用した場合の各数量について

再資源化等の情報パターンを使用した場合、［処分方法ごとの量］と
［処理後物の量］には基準重量に再資源化等の情報パターンで設定した割合を
乗じた値が入力されます。

例 ： 基準重量 ： 50 kg
 再資源化等の情報パターン ［処分方法ごとの割合］ ： 60%

   ⇒［処分方法ごとの処分量］ ： 50 kg × 0.6 ＝ 30 kg
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「入力」（⓫）をクリックします。11

⓫
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1⃣ 正常に終了したことを確認して、

再資源化等の情報の報告および処分終了報告は完了です。

完了

「報告」（⓬）をクリックします。12

⓬

※再資源化等の情報の入力は、「再資源化等の情報パターン」を使用せずに、
直接入力することも可能です。
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❷

➊

複数一括入力

JWNETでは2025年5月6日から［処分終了日］と［処分担当者］が同一である
複数のマニフェスト情報の受入量を連続して入力できるようになりました。

●複数一括入力（報告区分：中間）

処分終了報告一覧から、複数一括入力したいマニフェスト情報の
［一括入力］欄（❶）にチェックを入れます。

［複数一括入力（報告区分：中間）］（❷）をクリックします。

操作手順

1

2
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❸

❹

［受入量］、［単位］（❸）を入力します。

［報告内容］欄（❹）の必須項目［処分終了日］と
［処分担当者］を入力します。
※他の項目は必要に応じて入力します。

「入力」（❺）をクリックします。

3

4

❺

5

選択したマニフェストの受入量がすべて同じ場合について

［報告内容］欄（❹）の［受入量］、［単位］に入力します。
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1⃣ 正常に終了したことを確認して、

再資源化等の情報の報告および処分終了報告は完了です。

完了

「報告」（❻）をクリックします。6

❻
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❷

➊

●複数一括入力（報告区分：最終）

処分終了報告一覧から、複数一括入力したいマニフェスト情報の
［一括入力］欄（❶）にチェックを入れます。

［複数一括入力（報告区分：最終）］（❷）をクリックします。

操作手順

1

2
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❸

❹
［報告内容］欄（❸）の必須項目［処分終了日］と
［処分担当者］を入力します。
※他の項目は必要に応じて入力します。

「再資源化等の情報追加」（❹）をクリックします。

3

4

選択したマニフェストの受入量がすべて同じ場合について

［報告内容］欄（❸）の［受入量］、［単位］に入力します。



50

❽

［受入量］、［単位］（❺）を入力します。

「○」（ラジオボタン）（❻）をクリックします。

受入量が反映された［基準重量］（❼）を確認します。

「再資源化等の情報パターン選択」（❽）をクリックします。

5

6

❼

再資源化等の情報パターン一覧から
使用したいパターンの「選択」（❾）をクリックします。

9

❾

❺❻

7

8

※パターンの作成方法はP18参照



「入力」（⓫）をクリックします。

51

再資源化等の情報パターン設定であらかじめ設定した
       内容が入力されます。

「入力」（❿）をクリックします。10

⓫11

❿
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1⃣ 正常に終了したことを確認して、

再資源化等の情報の報告および処分終了報告は完了です。

完了

「報告」（⓬）をクリックします。12

⓬
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3-2. 再資源化等の情報の報告
（最終処分終了報告）

～処分終了報告の［報告区分］で［中間］を選択し、
最終処分終了報告をする場合の操作～
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3-2. 再資源化等の情報の報告（最終処分終了報告） 参考：操作マニュアル（簡易版） 3-20

❶

1⃣ メニュー 最終処分終了報告から

>>マニフェスト情報を検索して報告（❶）をクリックします。

2⃣ 検索条件（❷）を入力します。

3⃣ 「検索」（❸）をクリックします。

操作手順

1

❸

2

※ 処分終了報告における［報告区分］で［中間］を選択した場合の操作です。

❷

3
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❹

1⃣ 再資源化等の情報の報告および最終処分終了報告をするマニフェストの

「編集」アイコン（❹）をクリックします。

4

6⃣ 「再資源化等の情報追加」（❺）をクリックします。5

❺
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❻

1⃣ ［基準重量入力］欄（❻）において［基準重量］を確認します。

※「基準重量のルール」はP40を参照

「再資源化等の情報パターン選択」（❼）をクリックします。

6

➐

7

1⃣ 再資源化等の情報パターン一覧から

使用したいパターンの「選択」（❽）をクリックします。

8

❽

※パターンの作成方法はP18参照
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再資源化等の情報パターン設定であらかじめ設定した
       内容をもとに入力されます。

9⃣ 最終処分終了報告に （★）がついている行に

［最終処分終了日］（❾）を入力します。

「入力」（❿）をクリックします。

9

10

❿

➒
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「報告」（⓬）をクリックします。12

⓬

「入力」（⓫）をクリックします。11
⓫

［最終処分終了報告］に を付けた行の

情報が反映されます。
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1⃣ 正常に終了したことを確認して、

再資源化等の情報の報告および最終処分終了報告は完了です。

完了

※再資源化等の情報の入力は、「再資源化等の情報パターン」を使用せずに、
直接入力することも可能です。
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4.再資源化等の表示単位・
重量換算係数設定 ※設定は任意です
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4.再資源化等の表示単位・重量換算係数設定

再資源化等の情報表示単位の概要

• 再資源化等の情報にかかる数量は ｋｇ 単位で保持されます。
• 画面上の表示を、 ｋｇ から ｔ に変更することができます。（❶）
• 運用上、単位を ｔ で表示することで利便性が向上する場合は、本機能をご活用ください。

❶
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再資源化等の情報重量換算係数の概要

• 「廃棄物の数量」、「運搬量」、「受入量」が「m3」、「リットル」、「個・台」で入力されている場合に
基準重量を算出するために使用される重量換算係数（❷）は、独自に設定することができます。

• 設定は任意です。

❷
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表示単位は kg・ｔ のいずれかから選択できます。
変更した場合は「設定」（❸）をクリックします。

❷

❸

❶

再資源化等の情報表示単位・重量換算係数設定（設定は任意です）
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1⃣ メニュー 環境設定から

>>再資源化等の表示単位・重量換算係数設定（❶）をクリックします。

2⃣ 重量換算係数を設定する廃棄物の種類について、

［m3（kg換算係数）］、［リットル（kg換算係数）］、
［個・台（kg換算係数）］のいずれかの［ユーザー設定］（❷）を選択し、
重量換算係数を入力します。

3⃣ 「設定」（❸）をクリックします。

操作手順

1

2

3

重量換算係数設定（設定は任意です）

「処理が完了しました」というメッセージが表示されたら、
重量換算係数の設定は完了です。

完了
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5.再資源化等の情報の照会
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5.再資源化等の情報の照会

このメニューでは再資源化等の情報を報告済みのマニフェストの登録内容・報告内容の確認、
マニフェスト情報（再資源化等の情報を含む）の保存ができます。

❷

❸

❶

❷

1⃣ メニュー 再資源化等の情報から

>>再資源化等の情報の照会（報告）（❶）をクリックします。

2⃣ 検索条件（❷）を入力します。

3⃣ 「検索」（❸）をクリックします。

操作手順

1

2

3

再資源化等の情報の照会では、
処分終了日・最終処分終了日でも
検索ができます。
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❹

マニフェスト情報と再資源化等の情報が一覧に表示されます。

［マニフェスト番号］（❹）をクリックします。4
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マニフェスト情報と再資源化等の情報の詳細が表示されます。完了
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再資源化等の情報の保存

再資源化等の情報照会一覧（参照 P66～67）で、

保存したいマニフェストの「選択」欄（❶）にチェックを入れます。

「CSV保存」（❷）をクリックします。

     CSVデータがダウンロードされます。

「ファイルを開く」をクリックすると、Excelで表示されます。

※パソコン側のデータ保存設定に従って、任意の場所に保存してください。

操作手順

1

2

➊

❷

完了

完了

CSVレイアウトについて

CSVレイアウトについては、「JWNETホームページ」を参考にしてください。
https://www.jwnet.or.jp/jwnet/manual/guide/data/index.html
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6. 再資源化等の情報抽出
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6. 再資源化等の情報抽出

再資源化等の情報抽出申込機能とは、自らが報告した再資源化等の情報、登録したマニフェストに
対して報告された再資源化等の情報を多量に検索し、CSV 形式のファイルで保存できる機能です。

⚫ １回の抽出期間は３ヶ月以内で設定します。

⚫ 抽出条件を入力して抽出申込を行うと、約 1 時間程度で抽出結果ファイルが作成されます。
※申込が多くなる年度末などは、ファイルが作成されるまでに多少時間がかかる場合が

あります。

⚫ 申込は、1 つの加入者番号につき最大 4 件まで行うことができます。

※サブ番号で行った申込も、1 件としてカウントされます。

⚫ 本機能で抽出できる再資源化等の情報は、ファイル作成日の前日時点の情報となります。

※当日登録・報告した再資源化等の情報を抽出したい場合は、翌日以降にお申込ください。

⚫ 本機能は毎年 4 月にメンテナンスのため 1 週間程度ご利用できませんのでご了承ください。

再資源化等の情報抽出申込機能操作手順

➊ 再資源化等の情報抽出申込を行う

❷ 抽出結果ファイルをダウンロードする
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再資源化等の情報抽出申込

1⃣ メニュー 加入者サポートから >>再資源化等の情報抽出申込（❶）を

クリックします。

 抽出条件（❷）を入力します。

 「申込」（❸）をクリックします。

 確認メッセージが表示されますので「OK」（❹）をクリックします。

  受付番号が発行されれば申込は完了です。

1

2

3

❶

操作手順

❷

4

［マニフェスト区分］、［日付情報］、［抽出CSV］は必
須です。その他に連絡番号や排出事業者の加入者
番号等の条件で抽出できます。

❹

❸

完了

［抽出CSV］は「再資源化等の情
報」または「処分に係る帳簿項
目」のいずれかを選択します。
（参照 P74）
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再資源化等の情報抽出結果

1⃣ メニュー 加入者サポートから >>再資源化等の情報抽出結果（❶）を

クリックします。

 ダウンロード（❷）をクリックします。

※ダウンロード期間は抽出完了日翌日より5日間です。

 ファイルがダウンロードされたら完了です。

1

2

❶

操作手順

❷

ステータスが「抽出中」の場合は
受付をした状態です。最大4件ま
で受付できます。「完了」となると
データをダウンロードできます。

完了

抽出CSVで「再資源化等
の情報」を選んだ時と、
「処分に係る帳簿項目」
を選んだ時で、表示され
る「ダウンロード」の場所
が異なります。

申込番号をクリックす
ると申込時の抽出条件
が確認できます。

抽出が完了すると、 通知情報の>>お知らせ通知に完了通知が届きます。



抽出CSVについて

「再資源化等の情報抽出申込」では［抽出CSV］を「再資源化等の情報」または
「処分に係る帳簿項目」 から選択します。
※［マニフェスト区分］で「2次マニフェスト（登録）」を選択した場合は、「再資源
化等の情報」のみ選択が可能です。

74

「再資源化等の情報」
• 「再資源化等の情報照会」で保存できるCSVの項目の他に、「排出事業場政

令市コード」、「処分事業場政令市コード」、「マニフェスト番号/交付番号（1～
15）」が含まれます。

• ダウンロードファイル名は、「RecyclingDate_申込番号_ファイル作成日」と
なります。

「処分に係る帳簿項目」
• 処分に係る帳簿に対応した項目が含まれます。

※不足している項目があれば、補完する必要があります。
• ダウンロードファイル名は、「ChoboDate_申込番号_ファイル作成日」となり

ます。

項目の詳細については、以下 「CSVレイアウト・コード表・換算係数」 >>
「 CSVレイアウト」 を参考にしてください。
https://www.jwnet.or.jp/jwnet/manual/guide/data/index.html
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7. 再資源化等の情報の修正
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7. 再資源化等の情報の修正

1） 最終処分終了報告で入力した再資源化等の情報は修正できません。
最終処分終了報告を取消後、正しい内容で再度報告をします。

2） 処分終了報告で［報告区分］を「最終」にしたマニフェストの再資源化等の情報の修正は、
メニュー 再資源化等の情報の >>再資源化等の情報の修正から行います。

再資源化等の情報の修正のルール

再資源化等の情報の修正の流れ

最終処分終了報告時に再資源化等の情報を報告した場合（1の場合）

➊ 処分業者による最終処分終了報告の取消（排出事業者に通知されます）

❷ 取消が反映されます

❸ 処分業者による最終処分終了報告（排出事業者に通知されます）

最終処分終了報告が反映されます❹完了
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処分終了報告時に再資源化等の情報を報告した場合（2の場合）

➊ 処分業者による再資源化等の情報の修正（排出事業者に通知されます）

❸ 修正内容が反映されます完了

処分終了報告時に報告した再資源化等の情報の修正について

• メニュー 再資源化等の情報 >>再資源化等の情報の修正にて修正します。
• 本修正は、排出事業者の承認は必要ありません。



1⃣ メニュー 最終処分終了報告から

>>最終処分終了報告の取消（❶）をクリックします。

2⃣ 検索条件（❷）を入力します。

3⃣ 「検索」（❸）をクリックします。

78

最終処分終了報告時に報告した再資源化等の情報の修正

❶ ❸

❷

操作手順

1

2

3

重要！

最終処分終了報告の際に報告した
再資源化等の情報の修正は、最終処分終
了報告を取り消すことで行えます。
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❹

1⃣ 再資源化等の情報の修正を行いたいマニフェストに

（❹）を付けます。

4
❺

正常に修正がされたことを確認して、

>>最終処分終了報告の取消は完了です。

7

❻

「取消」（❺）をクリックします。5

「OK」（❻）をクリックします。6
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メニュー 最終処分終了報告から

>>マニフェスト情報を検索して報告（❽）をクリックします。

※以降の操作（最終処分終了報告）はP53
3-2. 再資源化等の情報の報告（最終処分終了報告）をご確認ください 。

8

❽



1⃣ メニュー 再資源化等の情報から

>>再資源化等の情報の修正（❶）をクリックします。

2⃣ 検索条件（❷）を入力します。

3⃣ 「検索」（❸）をクリックします。

81

処分終了報告時に報告した再資源化等の情報の修正

❶

❸

❷

操作手順

1

2

3
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❹

1⃣ 再資源化等の情報を修正するマニフェストの

「編集」アイコン（❹）をクリックします。

4

❻

❺

1⃣ 修正する項目を入力（❺）します。

6⃣ 「入力」（❻）をクリックします。

5

6
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❼修正したマニフェストの「修正」欄にチェックが入ります。

［修正］（❼）をクリックします。7

正常に修正がされたことを確認して、

>>再資源化等の情報の修正は完了です。

完了
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8. 処分終了報告の報告区分の修正



1⃣ メニュー 処分終了報告から

>>処分終了報告の修正（❶）をクリックします。

2⃣ 検索条件（❷）を入力します。

3⃣ 「検索」（❸）をクリックします。

85

処分終了報告の［報告区分］を「中間」から「最終」に修正する場合

重要！

［報告区分］の修正は従来どおり
排出事業者の承認が必要です。

❶

❸

❷

操作手順

1

2

3

8. 処分終了報告の報告区分の修正
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❹

1⃣ ［報告区分］を修正し、再資源化等の情報を追加するマニフェストの

「編集」アイコン（❹）をクリックします。

4

処分終了報告の修正一覧画面の「複数一括入力」について

• ［処分終了日］および［処分担当者］を一括で入力します。
• ［報告区分］を一括で修正することができます。
• ［受入量］を連続して修正することができます。
• 再資源化等の情報を一括で入力することができます。（修正後の報告区分

が「最終」の場合のみ）
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❻

❺

1⃣ ［報告区分］を「中間」から「最終」に変更します。

6⃣ 「再資源化等の情報追加」（❻）をクリックします。

※この後の操作は 3-1. 再資源化等の情報の報告（処分終了報告）

～ （P40～43参照）と同じです。

5

6

7 11
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1⃣ 正常に終了したことを確認して、

処分終了報告の修正と再資源化等の情報の追加は完了です。

完了

「修正」（⓬）をクリックします。12 ⓬

⓭
「OK」（⓭）をクリックします。13



1⃣ メニュー 処分終了報告から

>>処分終了報告の修正（❶）をクリックします。

2⃣ 検索条件（❷）を入力します。

3⃣ 「検索」（❸）をクリックします。

89

処分終了報告の［報告区分］を「最終」から「中間」に修正する場合

❶

❸

❷

操作手順

1

2

3
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❹

1⃣ ［報告区分］を修正するマニフェストの

「編集」アイコン（❹）をクリックします。

4
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❺

1⃣ ［報告区分］を「最終」から「中間」に変更します。

6⃣ 「入力」（❻）をクリックします。

5

6

❻
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1⃣ 正常に終了したことを確認して、処分終了報告の修正は完了です。

※再資源化等の情報は最終処分終了報告時に入力します。

完了

「修正」（❼）をクリックします。7
❼

❽「OK」（❽）をクリックします。8
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9. 一覧表示画面の表示項目設定
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9. 一覧表示画面の表示項目設定

このメニューでは、照会一覧や修正一覧等において表示されるマニフェストの項目を
取捨選択することができます。
2025年5月6日より、再資源化等の情報に係る項目が追加されています。

1⃣ メニュー 環境設定から

>>一覧表示画面の表示項目設定（❶）をクリックします。

表示項目を変更したい情報一覧を選択し、「選択」（❷）をクリックします。

操作手順

1

2

❷

❶
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表示項目から、表示したいマニフェスト項目の
［表示］欄（❸）にチェックを入れます。

「編集完了」（❹）をクリックします。

「処理が完了しました」というメッセージが表示されたら、
一覧表示画面の表示項目設定は完了です。

3

4

❹

❸

完了
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